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★ 授業改善や学習指導に関わる先進情報等については、こちらも御覧ください。→ 

 

 
 

 

東京都教育委員会のホームページ「学校教育」内の「指導資料・報告書等」のページには、各学

校が指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を図るための諸資料を掲載してお

り、メール・マガジン「スクラム」のバックナンバーも、こちらに掲載しています。 

ぜひ御覧いただき、参考にしていただければと思います。 

（東京都教育委員会ホームページアドレス http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ ） 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 

東京都教育委員会の公式アカウント

（@tocho_kyoiku） 

45 字×16 行 を目安に御寄稿ください。  

令和２年４月１７日 

通巻 第８５号 

東京都教育庁指導部 

義務教育指導課     

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

Scrum  ―スクラム― 

掲 載 内 容 

○ 「学びの支援サイト」の紹介 

〇 「ＴＯＫＹＯ おはようスクール」について 

〇 思いやりの心や規範意識を育みましょう 

 

 

新年度を迎えましたが、新型コロナウイルス感染症対策のために、学校はこれまでに経験し

たことのない臨時休業が続く毎日となっています。この未曾有の状況の中、区市町村教育委員

会や各学校におかれましては、子供たちの安全・安心を守りながら様々な対応を進めていただ

いていることに、心から感謝申し上げます。 

現在、各学校では臨時休業中に子供たちに示す学習課題の作成や、教育計画全体の見直しを図

っていることと思います。このような中で、改めて確認していただきたいのが、新学習指導要領

の理念です。これからの様々な社会的変化の中でも、自ら考え判断し行動することによって、豊

かな人生を切り拓
ひ ら

き明るい未来を築くことができる力を、学校教育で育んでいくという理念で

す。世界中が新型コロナウイルス感染症対策に取り組んでいる今、家で過ごしている子供たちに

何を伝えるのか、何を考えさせるのか、自由に使える時間をどのように過ごしてもらうのか・・・。

ピンチをチャンスに変えるべく、休業中の学習課題や学校再開後の教育活動を、子供たちの主体

的に学ぶ力を育むものにしていただければと思います。 

東京都教育委員会でも、臨時休業中の学校や子供たちを支えるために、ホームページ上に

「学びの支援サイト」を開設し、自学自習につながる様々な学習サイトを紹介するとともに、

一日の生活のスタートとなる小学生向けテレビ番組「ＴＯＫＹＯ おはようスクール」を開始

し、生活習慣や学習習慣を身に付ける支援を行っています。今後も、明るい未来を築くことが

できる子供たちを育てるために、区市町村教育委員会と連携し、学校や先生方を支える取組を

進めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

●●●● 主体的に学ぶ力を育む機会に ●●●● 
教育庁指導部 義務教育指導課長 中嶋 富美代  
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「 学 び の 支 援 サ イ ト 」 の 紹 介 
 

 

  東京都教育委員会のホームページには、臨時休業期間における児童・生徒

の学びを支援するウェブサイトを紹介している「学びの支援サイト」を掲載

しています。 

  スクラムとともに、東京都教育委員会の「学びの支援サイト」もぜひ御活

用ください。 

 

■「学びの支援サイト」で紹介されているウェブサイト  
 

学びの支援サイトを活用した家庭学習の進め方 
〇 毎日、自分で家庭学習にチャレンジしてみよう 

〇 自分で、じかんわりをつくってみよう 

・ じかんわりひょう 小学校１年生～３年生用 

・ 時間割表 小学校４年生～６年生・中学校用 

 

東京ベーシック・ドリル 
「東京ベーシック・ドリル」は、小学校第１学年から中学校第１学年までの国語、算数・数

学、小学校第３・４学年の社会、理科、中学校第１学年の英語の基礎的な学習内容及び知識を

身に付けるためのドリルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドリルの問題が 1 問ずつ画面
に表示されます。 

問題の特性に応じてキーボード入力、ボタン入力、手書き入力により解答後、 
答え合わせをすることができます。 

結果に応じたメッセージが表示されます。 

 「東京ベーシック・ドリル」（電子版）は、児童・生徒が学校のパソコンやタブレット端末等で使用したり、
東京都教育委員会のホームページ上で使用したりすることができます。令和２年４月から電子版の機能を拡張

しました。 

「学びの 支援サイ

ト」のページ 

児童・生徒が主体的に家庭学習を進めるこ
とができるよう、時間割の例を示していま
す。 

また、こちらから時間割表をダウンロード
し、児童・生徒が自分で時間割を作ることが
できます。 
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「ＴＯＫＹＯ おはようスクール」について 

学習支援コンテンツの情報サイト 
   文部科学省の「学習支援コンテンツポータルサイト」や経済産業省「学びを止めない未来の教

室」に移動できます。児童・生徒、教員、保護者が活用できる様々な学習支援コンテンツ（教材

や動画等）について紹介しています。 

 

児童・生徒の学力向上を図るための調査 
   「児童・生徒の学力向上を図るための調査」は、小学校第５学年及び中学校第２学年を対象に、

国語、社会、算数・数学、理科、外国語（中学校のみ）の学習内容等に関する調査です。 

平成２９年度から平成３１年度までの調査問題や解答を印刷して活用できます。 

 

都立高等学校入学者選抜 学力検査問題及び正答表等 
   平成２７年度から令和２年度までの検査問題や正答表等を印刷して活用できます。 

 

東京都オリンピック・パラリンピック教育 
   オリンピック・パラリンピックなどについて、児童・生徒向けの「見

て学ぶ」、「読んで学ぶ」コンテンツを紹介しています。 

 

都立学校魅力ＰＲ動画 
 都立学校の紹介をしている動画を見ることが

できます。都立学校の生徒自身が企画や編集等

にかかわりながら、生徒の視点や感覚で学校の

魅力を紹介しています。 

 

参考となる外部のリンク集 
   国立教育政策研究所のサイトで、「教育課程研究センター『全国学力・学習状況調査』」のペー

ジや、東京都立図書館のサイトで、「今こそできる！こんなこと―都立図書館 学習・読書応援ポ

ータル」のページに移動することができます。 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向

けた学校の臨時休業が続く中、小学生が一日を

スタートさせ、生活のリズムを整え、自分に合

った学習を進められるようになることをねら

いとして、新たに地上波のテレビ番組として、

「ＴＯＫＹＯ おはようスクール」がスタート

しました。 

 

 学校で行われる「朝の会」と「帰りの会」をそれぞれ模した時間帯に、新型コ

ロナウイルス感染症予防のためトピックや、家庭できる簡単な運動、国語・算数

のミニ学習コーナーなどの内容で放送しています。 

国語・算数のミニ学習コーナーでは、４月から小学校に入学した児童の学習に

つながるような「ことば」や「かず」などの学習をしていきます。 「ＴＯＫＹＯ おはよ
うスクール」について 
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思いやりの心や規範意識を育みましょう   

 

東京都教育委員会では、思いやりの心や規範意識、生命を尊重し自然を愛する態度など、子供た

ちの豊かな心を育むために、東京都独自の道徳教育教材集を、都内全ての公立小・中学校等の児童・

生徒に配布しています。また、東京都教育委員会ホームページにも、学校や家庭で活用することの

できる読み物教材を掲載しています。 

 休校が続いている中、子供たちがじっくりと自分自身を見つめたり、家族でテーマについて話し

合ったりするための教材として、ぜひ御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都教育委員会ホームページ掲載の道徳教材 

東京都教育委員会ホームページ 

学校教育 

教育内容 ●道徳教育 

２ 指導資料・報告書等 

 
「特別の教科 道徳」 

移行措置対応 
 東京都道徳教育教材集 

教材のダウンロード 

Click‼ 

※教材は PDF 形式で掲載しています。印刷

したりパソコンに保存したりしてから、 

御活用ください。 

 教材には、それぞれじっくり考

えたり理解を深めたりしてほしい

テーマが設定されています。 

 教材を読んで、どのようなこと

を考えたり感じたりしたかをノー

トに記入したり、大人と子供とで

話し合ったりしてみましょう。 

 また、考えたり感じたりしたこ

とを基に、日常生活を振り返った

り、これからの生活の仕方を見つ

めたりすることも大切です。 

活用のヒント 


